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ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
即

ち
、「
各
支
援
団
体
等
連
絡

協
議
会
」
は
、「
医
療
事
故

調
査
等
を
行
う
場
合
」
に

「
参
考
」
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
標
準
的
な
取
扱
い
」

に
つ
い
て
「
意
見
の
交
換
」

を
行
う
の
で
あ
り
、「
標
準

化
」
を
行
う
の
で
は
な
い
。

ま

た
、「
な

お
書

き
」
で
、

「
病
院
等
の
管
理
者
が
、
医

療
事
故
に
該
当
す
る
か
否
か

の
判
断
や
医
療
事
故
調
査
等

を
行
う
も
の
と
す
る
従
来
の

取
扱
い
を
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
明
記
し
て
い

る
。
各
医
療
機
関
、
事
例
の

個
別
性
を
考
慮
し
て
「
管
理

者
」
が
判
断
す
る
も
の
で
あ

る
と
明
記
し
て
お
り
、「
標

準
化
」
と
は
無
縁
の
こ
と
で

あ
る
。「
医
療
事
故
調
査
等

を
行
う
場
合
」
に
つ
い
て

は
、
医
療
法
施
行
規
則
の

（
医
療
事
故
調
査
の
手
法
）

の
項
目
に
明
示
し
て
あ
る
。

即
ち
、
第
１
条
の
　
の
４
の
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第
１
項
で
、
医
療
事
故
調
査

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
必

要
な
範
囲
内
で
、
選
択
し

て
、
情
報
の
収
集
及
び
整
理

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

同
２
項
及
び
３
項
で
は
、

「
非
識
別
化
」
が
必
要
な
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
。
従
っ

て
、「
標
準
的
な
取
扱
い
」

医
療
事
故
調
査
制
度

　
医
療
事
故
調
査
制
度
が
２

０
１
５
年
　
月
１
日
よ
り
施
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行
さ
れ
た
が
、
こ
の
制
度
の

基
本
で
あ
る
検
討
会
と
り
ま

と
め
、
省
令
、
局
長
通
知
、

厚
労
省
Ｑ
＆
Ａ
の
い
ず
れ
に

も
、「
標
準
化
」
の
文
言
は

な
い
。
む
し
ろ
、「
疾
患
や

医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
提

供
体
制
の
特
性
・
専
門
性
に

よ
っ
て
異
な
る
」「
医
療
機

関
の
体
制
・
規
模
等
に
配
慮

し
た
再
発
防
止
策
の
検
討
を

行
う
こ
と
」
等
々
個
別
事
例

の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
表
現

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
２
０
１
６
年
６
月
　
日
、
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制
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
医

療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
及
び
医
政
局
総

務
課
長
通
知
が
発
出
さ
れ
た

が
、
こ
の
な
か
で
「
標
準
」

の
記
載
は
、
た
だ
１
カ
所
、

総
務
課
長
通
知
に
「
標
準
的

な
取
扱
い
」
の
文
節
が
認
め

「
非
識
別
化
」
に
つ
い
て
、

「
参
考
」
と
す
べ
き
取
扱
い

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て

「
意
見
の
交
換
」
を
行
う
と

の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
以
上

の
も
の
で
は
な
い
。
巷
間
さ

さ
や

か

れ
る
「
標
準
化
」

「
統
一
化
」
な
ど
本
制
度
に

は
な
い
。「
標
準
化
」「
統
一

化
」
の
亡
霊
発
言
は
、
法
律

を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

中
央
医
療
事
故
調
査

等
支
援
団
体
等
連
絡

協
議
会
（
協
議
会
）

と
セ
ン
タ
ー
の
関
係

　
協
議
会
発
足
に
至
る
「
発

起

人

会
」「
Ｗ

Ｇ
」
で

は
、

「
セ
ン
タ
ー
は
協
議
会
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
」
で
あ
る
こ
と

が
明
確
と
な
り
、
規
約
上
も

そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な

っ
た
。

　
第
２
回
Ｗ
Ｇ
は
激
論
と
な

っ
た
。
争
点
は
、
セ
ン
タ
ー

の
木
村
壮
介
常
務
理
事
が
、

セ
ン
タ
ー
は
正
会
員
で
あ
る

と
強
く
迫
っ
た
の
に
対
し
、

当
方
が
セ
ン
タ
ー
は
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
し
か
あ
り
え
な
い
と

主
張
し
た
こ
と
で
あ
る
。
改

正
医
療
法
施
行
規
則
で
は
、

「
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団

体
は
、
・
・
・
共
同
で
協
議
会

を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
」
と
記

載
さ
れ
て
お
り
、「
医
療
事

故
調
査
等
支
援
団
体
」
が
協

議
会
を
組
織
す
る
の
で
あ

る
。
総
務
課
長
通
知
に
、「
・

・
・
医
療
事
故
調
査
・
支
援

セ
ン
タ
ー
が
参
画
す
る
こ

と
。
」
と

な
っ

て
い

る
の

は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
正
会

「拙速な標準化」は医療崩壊を招く
中央医療事故調査等支援団体等連絡協議会発足にあたって

日本医療法人協会常務理事・医療安全調査部会長　小田原　良治

員
外
で
参
画
さ
せ
る
と
い
う

意
味
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
文
言
調
整
を
行
い
、「
中

央
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団

体
等
連
絡
協
議
会
規
約
」
と

し
て
決
定
さ
れ
た
規
約
に
つ

い
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
み
記
し

て
お
き
た
い
。

　
第
１
条
で
、
名
称
を
「
中

央
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団

体

等

連

絡

協

議

会
」
と

「
等
」
が
重
な
る
名
称
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
正
規
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
「
医
療
事
故
調

査
等
支
援
団
体
」
の
協
議
会

に
厚
労
省
と
セ
ン
タ
ー
が
参

画
す
る
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
厚
労
省
と
セ
ン
タ
ー
は

後
者
の
「
等
」
に
入
る
。
第

４
条
第
２
項
で
、「
中
央
協

議
会
の
会
議
に
出
席
す
る
者

は
、
前
項
に
定
め
る
各
支
援

団
体
が
指
名
す
る
構
成
員
を

も
っ
て
充
て
る
。
」
と
し
、

第
５
条
で
「
会
長
・
副
会
長

を
第
４
条
第
２
項
に
定
め
る

も
の
の
互
選
」
と
し
た
。
即

ち
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
の

な
い
セ
ン
タ
ー
は
当
然
に

「
オ

ブ
ザ
ー

バ
ー
」
で
あ

る
。
第
４
条
３
項
で
「
厚
労

省
医
療
安
全
推
進
室
及
び
セ

ン
タ
ー
は
協
議
会
に
参
加
す

る
」
と
規
定
し
、「
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
」
の
一
語
を
削
除
し

た
が
、
文
意
か
ら
厚
労
省
と

同
様
セ
ン
タ
ー
は
当
然
に

「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
」
で
あ
る
。

　
Ｗ
Ｇ
議
論
の
な
か
で
、驚

く
べ
き
こ
と
が
分
か
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
主
た
る
業
務
に

つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
業

務
は
、複
数
の
病
院
の
院
内

調
査
報
告
を
収
集
、情
報
の

整
理
・
分
析
を
行
い
、医
療
機

関
の
体
制
・
規
模
等
に
配
慮

し
た
再
発
防
止
策
を
検
討
す

る
も
の
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、

未
だ
に
モ
デ
ル
事
業
の
手
法

を
引
き
ず
っ
て
、報
告
例
を

増
や
す
こ
と
と
、個
別
病
院

へ
の
介
入
を
業
務
と
勘
違
い

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
と
協
議
会

の
動
き
に
は
注
意
が

必
要

　「
中
央
医
療
事
故
調
査
等

支
援
団
体
等
連
絡
協
議
会
」

は
２
０
１
６
年
　
月
　
日
に
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第
１
回
会
議
を
開
催
し
た
。

そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る

が
、

m
3
.
c
o

記
者
会
見
の
 
 
 
 
 m

 

の
記
事
を
読
め
ば
、表
題
の

「
標
準
化
」
の
危
険
を
感
じ
か

ね
な
い
。日
医
の
今
村
定
臣

常
任
理
事
は
、
セ
ン
タ
ー
の

副
理
事
長
で
も
あ
る
が
、
ど

ち
ら
の
立
場
で
の
発
言
か
奇

異
に
感
ず
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。「
日
医
は
、・・・
で
き
る
だ

け
統
一
的
な
や
り
方
で
や
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
の
発
言

は
極
め
て
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
医
療
事
故
調
査
制
度
に

は
、「
標
準
化
」「
統
一
化
」と

い
う
趣
旨
は
全
く
含
ま
れ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
、個
別
の
対

応
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、

医
療
現
場
で「
標
準
化
」
の
懸

念
が
絶
え
な
い
と
す
れ
ば
、

そ
の
根
源
は
、本
制
度
の
運

営
を
リ
ー
ド
す
べ
き
人
々
に

あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。「
標
準
化
」
の
亡
霊
を
排

除
し
、医
療
事
故
調
査
制
度

を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に

は
、
セ
ン
タ
ー
の
機
構
改
革

が
先
決
で
あ
ろ
う
。　

と
は
、
医
療
法
施
行
規
則
第

１
条
の
　
の
４
第
１
項
の
内

10

容
及
び
第
２
項
・
第
３
項
の

　「
拙
速
な
標
準
化
」な
ど
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。医
療
事
故
調
査
制
度
は
、そ

も
そ
も「
標
準
化
」な
ど
想
定
し
て
は
い
な
い
。む
し
ろ
、個
別
性
を
重
視
し
た

制
度
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、「
標
準
化
」が
医
療

現
場
の
不
安
と
し
て
広
が
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、こ
の
よ
う
な「
標
準
化
」の

亡
霊
が
医
療
現
場
を
彷
徨
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、そ
の
根
源
は
、医

療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
標
準
化
」の
亡
霊
を
取
り
去
る
こ
と
が
医
療
崩
壊
の
防
止
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、「
標
準
化
」に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。　
    　
　（
小
田
原
）

確定申告セミナー

賃
上
げ
し
た
事
業
所
に供
減
税
僑

節
税
の
メ
リ
ッ
ト
も

所得拡大促進税制の概要（全体像）

　
協
会
経
営
税
務
部
は
２
月
８

日
、
毎
年
恒
例
の
確
定
申
告
セ

ミ
ナ
ー
（
個
人
開
業
向
け
）
を

開
催
。
措
置
法
第
　
条
の
適
用

26

あ
り
・
な
し
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、　

人
が
参
加
し
た
。
講

20

師
は
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
中
雅
博
税
理
士
と
平
澤
康

大
税
理
士
（
い
ず
れ
も
税
理
士

法
人
第
一
経
理
）。
分
か
り
に
く

い
医
業
税
制
の
確
定
申
告
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

四
段
階
経
費
率
か
　
　

定
額
か

　
措
置
法
　
条
と
は
、
保
険
診

26

療
収
入
が
５
０
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
と
と
も
に
、
医
業
総
収

入
が
７
０
０
０
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
、
保
険
診
療
収
入
に
四
段

階
別
経
費
率
を
使
っ
て
所
得
計

算
を
す
る
特
例
で
あ
る
。
四
段

階
方
式
か
実
額
方
式
か
、
青
色
、

白
色
を
問
わ
ず
ど
ち
ら
か
有
利

な
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

個
人
番
号
記
載
な
し
で
も

受
理

　
当
期（
２
０
１
６
年
分
）
の
確

定
申
告
書
か
ら
申
告
者
本
人
と

扶
養
親
族
の
個
人
番
号
の
欄
が

設
け
ら
れ
た
。個
人
番
号
の
記

載
は
義
務
で
は
な
い
た
め
、記

載
し
な
く
て
も
税
務
署
で
は
受

理
さ
れ
る
。
な
お
、税
務
上
は
以

前
か
ら「
整
理
番
号
」
で
管
理
さ

れ
、す
で
に
全
国
の
国
税
局
と

税
務
署
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ぶ
Ｋ
Ｓ
Ｋ（
国
税
総
合
管
理
）シ

ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
お
り
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
り
管
理
し
な

く
て
も
所
得
の
把
握
が
で
き
る

体
制
は
整
っ
て
い
る
。

給
与
所
得
控
除
の
上
限

引
き
上
げ

　
２
０
１
６
年
分
の
所
得
税
に

お
け
る
主
な
改
正
点
と
し
て
、

給
与
所
得
控
除
の
上
限
が
給
与

収
入
１
５
０
０
万
円
超
の
控
除

額
２
４
５
万
円
か
ら
１
２
０
０

万
円
超
の
２
３
０
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
他
に
も
、
株
式

等
の
譲
渡
所
得
に
お
け
る
課
税

方
式
の
改
組
、
特
定
公
社
債
等

の
課
税
方
式
及
び
一
般
公
社
債

等
の
課
税
方
式
の
見
直
し
、
空

き
家
に
係
る
譲
渡
所
得
の
特
別

控
除
な
ど
が
改
正
さ
れ
た
。

賃
上
げ
分
の
　
％
を
税
額

10

控
除

　
２
０
１
４
年
に
創
設
さ
れ
た

「
所
得
拡
大
促
進
税
制
」
は
、

従
業
員
へ
の
給
与
支
給
額
が
一

定
以
上
増
加
し
た
場
合
、
そ
の

増
加
し
た
金
額
の
　
％
を
所
得

10

税
や
法
人
税
か
ら
「
税
額
控
除
」

す
る
制
度
。
要
件
は
、
２
０
１

６
年
に
支
給
し
た
給
与
支
給
額

に
対
し
、
①
給
与
総
額
が
基
準

事
業
年
度
と
な
る
２
０
１
３
年

よ
り
３
％
以
上
増
加
し
て
い

る
、
②
給
与
総
額
が
前
年
を
下

回
ら
な
い
、
③
継
続
雇
用
者
（
雇

用
保
険
被
保
険
者
）
の
給
与
の

平
均
額
が
前
年
の
平
均
を
超
え

る
こ
と
―
で
あ
り
、
判
定
の
た

め
に
は
２
０
１
３
年
と
２
０
１

５
年
、
２
０
１
６
年
の
給
与
の

集
計
の
計
算
が
必
要
だ
。
全
て

の
要
件
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、

２
０
１
６
年
と
２
０
１
３
年
の

給
与
総
額
の
差
額
の
　
％
、
も

10

し
く
は
２
０
１
６
年
分
の
事
業

所
得
に
係
る
所
得
税
の
　
％
の

20

い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
が
税
額

控
除
で
き
る
た
め
、
節
税
メ
リ

ッ
ト
も
大
き
い
。

　
協
会
で
は
、
会
員
が
自
身
で

確
定
申
告
書
類
を
作
成
し
た
が

不
備
等
不
安
な
場
合
に
、
協
会

の
顧
問
税
理
士
団
が
、
提
出
前

に
確
認
す
る
個
別
相
談
会
（
有

料
）
を
開
催
し
て
い
る
。
事
務

局
で
も
質
問
に
応
じ
て
い
る
の

で
、
経
営
税
務
部
ま
で
お
問
合

せ
い
た
だ
き
た
い
。

所
得
拡
大

促
進
税
制
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